
1 

付属資料 

１．委員名簿 

区 分 団   体   名 役職 氏名 部会 

有識者 
国学院短期大学 教授 田中 一徳   

北海道医療大学 教授 本家 寿洋   

産 

上砂川商工会議所 常議員 今橋 祐太 第３部会 

上砂川商工会議所青年部 会長 柳川 拓也 第３部会 

上砂川町中央商店振興会 理事長 坂本 充生 第３部会 

上砂川建設業協会 副会長 柳川 博司 第３部会 

学 

上砂川町学校教育振興会 会長 林 宏和 第１部会 

上砂川町 PTA連合会 副会長 エクルンド藍 第１部会 

上砂川町文化協会 会長 上村 千嘉子 第１部会 

金 
北門信用金庫上砂川支店 次長 田島 享和 第３部会 

上砂川炭山郵便局 局長 富田 克朗 第３部会 

労 上砂川地区連合会 会長 村上 健一 第３部会 

医 上砂川三師会 会長 宮本 享起 第１部会 

少子化対策 

上砂川町子育て支援ネットワーク会議 委員 佐藤 智恵美 第１部会 

上砂川町子ども会育成連絡協議会 会長 田中 正雄 第１部会 

上砂川町認定こども園ふたば保護者の会 会長 谷山 司 第１部会 

高齢者対策 

上砂川町社会福祉協議会 副会長 平間 正勝 第１部会 

上砂川町自治会連絡協議会 会長 渡辺 修一 第３部会 

中央連合町内会 13町内会長 川上 元司 第２部会 

鶉本町自治会 副会長 高橋 尚志 第２部会 

東鶉自治会 副会長 勝又 寛 第２部会 

緑が丘自治会 衛生協力会会長 藤田 博 第２部会 

下鶉自治会 事務局長 伊藤 伸一 第２部会 

上砂川町認知症老人と共に歩む会 会長 阿部 文子 第１部会 

上砂川町老人クラブ連合会 会長 野々宮 賢史 第１部会 

観光振興 上砂川振興公社 販売部長 高橋 博文 第３部会 

産業振興 上砂川消費者協会 理事 蛭田 みほ子 第２部会 

健康づくり推進 
上砂川町体育協会 監事 高橋 良 第１部会 

健康づくり推進協議会 委員 小松 正伸 第１部会 

生活環境 

づくり推進 
上砂川防犯協会 会長 河口 晴夫 第２部会 

地域共生 

手をつなぐ育成会 理事 檜 直希 第１部会 

上砂川町民生・児童委員協議会 副会長 東海 一男 第１部会 

エルムの里 生活支援員 山本 圭子 第１部会 

民     脇 俊幸 第２部会 

オブザーバー 空知総合振興局 地域創生部長 伊藤 洋史   
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２．策定手法（フロー図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町

議

会

情報提供

意見提案

報告

本部長：町長

副本部長：副町長、教育長

本部員：課長職、主幹職、

消防上砂川支署長、

支署長補佐

事務局長：企画課長

事務局次長：企画振興係長

庁
内
計
画
策
定
会
議

まちづくり町民会議並びに
総合計画策定委員会
(住民・産官学金労言連携)

○国学院短期大学教授

○北海道医療大学教授

○空知総合振興局 （オブザーバー）

○町内各層代表

委員及び職員構成テーマ基本構想部 会

ま
ち
づ
く
り
W
G

◎福祉課長
〇健康推進課長
・教育次長
・教育委員会参事
・医療保険担当課長
・地域包括支援
センター長

・安心して子どもを産み
育てられるまちづくり
・次代を担う人材を育成
するまちづくり
・誰もが健康で暮らし
やすいまちづくり

健康で心豊
かに暮らせ
るまち

第１部会

◎建設環境課長
○消防支署長
・総務課長
・技師長
・建設環境課参事
・議会事務局長

・快適で住みよい
まちづくり
・安心安全に暮らせる
まちづくり
・脱炭素社会を実現する
まちづくり

生活環境が
整った住み
よいまち

第２部会

◎総務課長
〇住民課長
・企画課長
・教育次長
・教育委員会参事
・会計管理者

・産業を振興し活気ある
まちづくり
・にぎわいと魅力ある
まちづくり

活気とにぎ
わいがあふ
れるまち

第３部会
・ともに行動し活躍できる
まちづくり
・持続可能な行財政運営を
推進するまちづくり

次世代に
つなげるま
ち

部会討議（一般職員の意見反映）

部会討議(係長職、中堅・若手職員の意見反映)

１．既存事業の政策評価
２．アンケート調査や町民からのアイデア等の
対応を検討

３．座談会等の意見反映
４．新たな施策や登載事業、目標値設定の
検討

など

住民意向の反映

１．アンケートの実施

２．ホームページ及び町広報
によるパブリックコメント
の実施

連
携
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３．計画策定に関する町民参画 

（１）第８期上砂川町総合計画策定委員会の開催 

地域の実情に沿った地域性のある計画を策定するため、住民代表や産業界、大学、金融機関等 35 名の

委員で構成する委員会を下記のとおり３回開催し、本計画に関する審議を行いました。 

◆第１回 令和６年７月 18日 

◆第２回 令和７年１月 31日 

◆第３回 令和７年３月 12日 

◆第４回 令和７年〇月〇〇日 

 

（２）まちづくり座談会の開催 

本町のまちづくり大綱である「子育て・学び・健康・福祉」、「安心・安全」、「産業・雇用・観光」・「地域・行政」

などをテーマに、町内各団体の代表者と職員による部会を設置し、下記のとおり座談会を開催しました。 

 

部会名 開催日 基本構想【テーマ】 参加団体 

第１部会 
令和６年 

９月１７日 

・安心して子どもを産み育てら

れるまちづくり 

・次代を担う人材を育成するま

ちづくり 

・誰もが健康で暮らしやすいま

ちづくり 

学校教育振興会、PTA 連合会、文化協

会、三師会、子育て支援ネットワーク会議、

子ども会育成連絡協議会、認定こども園

ふたば保護者の会、社会福祉協議会・認知

症老人と共に歩む会、老人クラブ連合会、

体育協会、健康づくり推進協議会、手をつ

なぐ育成会、民生・児童委員協議会、エル

ムの里 

第２部会 
令和６年 

９月１８日 

・快適で住みよいまちづくり 

・安心安全に暮らせるまちづく

り 

・脱炭素社会を実現するまちづ

くり 

中央連合町内会、鶉本町自治会、東鶉自

治会、緑が丘自治会、下鶉自治会、朝駒地

区町内会、鶉町自治会、消費者協会、防犯

協会 

第３部会 
令和６年 

９月２０日 

・産業を振興し活躍できるまち

づくり 

・持続可能な行財政運営を推進

するまちづくり 

商工会議所、商工会議所青年部、中央商

店振興会、建設業協会、北門信用金庫上

砂川支店、衛生協力会、上砂川炭山郵便

局、地区連合会、自治会連絡協議会、上砂

川振興公社 

 

  



4 

（３）庁内計画策定会議の開催 

本計画の策定にあたり、下記のとおり庁内計画策定会議を開催しました。 

◆第１回 令和６年５月９日 第７期の評価検証、計画・戦略の経過及び構成、策定手法、策定委員会委員、 

                   策定スケジュール、基本構想・基本計画の執筆について 

◆第２回 令和６年５月２１日 体系図（案）、町民アンケート（案）について 

◆第３回 令和６年７月１日 体系図、町民アンケートについて 

◆第４回 令和６年１２月５日 素案について 

◆第５回 令和６年１２月 23日 素案について 

◆第６回 令和７年２月 28日 委員からの意見要望を確認、計画の修正について 

 

（４）まちづくり部会討議（係長職、中堅・若手職員）の開催 

人口を維持・増やすための新たに必要な事業をテーマに、年齢が 20 代と３０代の役場職員の係長職、中

堅・若手職員により下記のとおりグループディカッションを開催しました。 

◆第１グループ 令和６年８月２７日 参加人数１６名 

◆第２グループ 令和６年８月２８日 参加人数１６名 

 

（５）まちづくりアンケート調査の実施 

住民ニーズの把握と今後のまちづくりの参考とするため、無作為に抽出した１８歳以上の町民に対し、ア

ンケート調査を実施しました。 

 

対象 実施年月 配布数 回収（率） 調査項目 

町民 令和６年７月 853人 
307人 

（36.0％） 

まちづくり大綱に係る各種施策に

対する意見等 

 

（６）パブリックコメントによる意見の募集 

本計画の素案に対し町民皆様からのご意見をいただくため、令和７年３月にパブリックコメントを実施し

ました。 

◆閲覧場所 上砂川町役場企画課、町民センター、町公式ホームページ 
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巻末資料 まちづくりアンケート調査 

１．調査概要 

（１）調査目的 

上砂川町第８期総合計画及び総合戦略の策定にあたり、まちづくりや町の施策に対する住

民の満足度並びにニーズを把握するとともに、総合戦略に掲げる数値目標（KPI）の達成度把

握のため、町民を対象としたアンケート調査を実施したものです。 

 

（２）調査対象 

18歳以上の上砂川町民から無作為に抽出した 853人を対象としています。 

 

（３）調査方法 

 調査票は郵送配布とし、回答は調査票の郵送回収またはＱＲコードの読み込みによるＷＥＢ

回答方式としています。 

 

（４）調査期間 

 令和 6年７月 26日（金）～８月９日（金）。 

 

（５）配布数・回収数 

 調査票の配布数は 853票、回収数は 307票、回収率は 36.0％となっています。 
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２．調査結果 

（１）回答者の属性 

①性別・年齢 

回答者の性別では、女性が男性を若干上回っており、また年齢別では 70代の回答者が最

も多く、次いで 80歳以上、60代と続き、高齢の回答者の割合が大半を占めています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②職業 

 職業別では、無職が 44.3％と最も多く、次いで公務員・団体職員が 15.0％、会社員が

11.7％、専業主婦（主夫）が 11.4％、パート・アルバイトが 8.8％などとなっており、自営業や

学生の回答者は少ない状況となっています。 

 

 

 

 

  

【性別】 【年齢別】 

男, 45.3%

女, 50.8%

無回答（選択

肢）, 1.0%

無回答（空欄）, 

2.9%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

10代, 1.6%

20代, 5.2%

30代, 6.8%

40代, 8.5%

50代, 10.4%

60代, 

13.7%
70代, 29.0%

80歳以上, 

24.4%

無回答, 0.3%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

農林業, 0.7%

自営業（商工業）, 2.0%

会社員, 

11.7%

公務員・団体

職員, 15.0%

パート・アルバ

イト, 8.8%

専業主婦

（主夫）, 

11.4%学生, 2.0%

無職, 44.3%

その他, 2.6%

無回答, 1.6%

N=307

【職業別】 
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③家族の状況 

 家族構成では、夫婦のみが 32.6％と最も多く、次いで単身が 25.1％、夫婦と子が

18.9％、世帯主と子が 11.7％などとなっています。 

 家族数では、2人が 42.7％と最も多く、次いで 1人が 26.7％、3人が 18.2％などとなっ

ており、3人以下の家族が全体の 87.6％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、全体の半数以上の世帯で 65歳以上の家族が居り、18歳以下の家族がいる世帯は

わずか 1割強に止まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【家族構成】 

単身, 

25.1%

夫婦のみ, 

32.6%

夫婦と子, 

18.9%

夫婦と親, 2.0%

世帯主と子, 

11.7%

世帯主と親, 4.9%

３世代同居, 0.3%
その他, 2.9%

無回答, 1.6%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

【家族数】 

１人, 

26.7%

２人, 42.7%

３人, 18.2%

４人, 6.5%

５人以上, 3.6%
無回答, 2.3%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

【65歳以上の家族の有無】 【18歳以下の家族の有無】 

いる, 50.2%
いない, 41.7%

無回答, 8.1%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

いる, 

10.7%

いない, 73.3%

無回答, 

16.0%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307
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④居住の状況 

 住まいの状況では、持ち家が 52.4％と最も多く、次いで公営住宅が 33.6％と両者で

86.0％を占め、民間借家や社宅・官舎は少ない状況となっています。 

 居住地別では、下鶉地区が 29.6％と最も多く、次いで鶉地区が 15.3％、東鶉地区が

15.0％、中央地区が 12.7％などとなっており、居住人口の多い地区からの回答が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上砂川町での居住経緯としては、「町外から転居してきた」が 49.5％と最も多く、「上砂川町

出身で戻ってきた」の 15.0％を合わせると全体のおよそ 2/3 を占め、町外居住経験者が「生ま

れた時から住んでいる」（29.0％）を大きく上回っています。 

 居住年数では、31年以上が 60.6％と最も多く、長期居住者の多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【住まい】 【居住地】 

【居住経緯】 

下鶉, 29.6%

鶉本町, 5.9%

緑が丘, 3.6%鶉, 15.3%

東鶉, 15.0%

中央, 12.7%

東山・東町, 5.9%

朝駒・本町・中町, 

11.1%

その他, 1.0%
無回答, 0.0%

N=307N=307

生まれた時か

ら住んでいる, 

29.0%

上砂川町出身

で戻ってきた, 

15.0%

町外から転居

してきた, 49.5%

無回答, 6.5%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

持ち家, 52.4%

民間借家（戸建、

アパートなど）, 

5.9%

公営住宅, 33.6%

社宅・官舎, 6.2%

その他, 0.7%

無回答, 1.3%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

【居住年数】 

5年以内, 

9.8% 6～10年, 6.2%

11～20年, 

11.1%

21～30年, 

10.7%

31年以上, 

60.6%

無回答, 1.6%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307
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⑤通勤・通学先 

 通勤・通学については、「通勤・通学していない」と答えた人と「町内・町外に通勤・通学してい

る」と答えた人の数はほぼ同数となっています。 

 また、通勤・通学している人の内訳では、通勤・通学先が町内というのは 6 割弱に止まってお

り、町外も 4割強と多くなっています。 

 町外の具体的な市町村としては砂川市が最も多く、次いで滝川市がこれに続き、両者で町外

市町村の約 3/4を占めています。 

 

 

 

市町村名 回答数 割合 

砂川市 27 55.1% 

滝川市 10 20.4% 

奈井江町 3 6.1% 

歌志内市 2 4.1% 

芦別市 2 4.1% 

釧路市 1 2.0% 

浦臼町 1 2.0% 

深川市 1 2.0% 

美唄市 1 2.0% 

旭川市 1 2.0% 

計 49 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【通勤・通学先】 【町外の具体的な市町村名】 

 
 

町内

23.5%

町外

17.6%通勤・通学して

いない

42.0%

無回答

16.9%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307
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（２）まちづくり施策の評価 

①施策の満足度評価 

これまでのまちづくり施策に対する満足度評価では、総じて「満足＋やや満足」を「やや不満

＋不満」が上回っている施策が多く、特にまちづくりの大綱「④魅力と活力があふれるまち」に

関連する施策や、公共交通、空き家対策・民間住宅支援、人口減少対策等のまちづくり施策に

おいてはその傾向が強くなっています。 

 その一方で、「①健康でいきいきと暮らせるまち」に関連する施策や、上下水道、消防・防災、

防犯・交通安全等の施策については比較的満足度が高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【満足度評価】 

〈まちづくりの大綱〉 

まちづくりの 

〈まちづくり施策〉 

まちづくりの 8.5%

7.8%

5.2%

12.4%

5.5%

3.9%

3.3%

2.6%

4.6%

2.6%

16.0%

3.9%

2.6%

8.5%

8.5%

5.2%

5.2%

4.2%

0.7%

1.0%

1.3%

2.3%

2.0%

2.9%

1.0%

2.3%

2.0%

3.3%

5.9%

16.9%

25.7%

12.1%

21.8%

12.1%

10.4%

7.5%

9.4%

15.0%

10.4%

12.1%

9.8%

7.5%

17.6%

17.9%

13.0%

13.4%

12.4%

5.2%

6.8%

6.8%

4.9%

9.1%

9.1%

7.2%

4.6%

9.1%

14.0%

18.9%

48.5%

43.6%

54.7%

46.9%

50.2%

53.7%

50.5%

45.0%

42.7%

34.5%

47.6%

42.3%

35.8%

54.4%

52.8%

58.6%

59.6%

44.6%

38.8%

42.7%

40.4%

38.1%

45.0%

56.4%

40.7%

64.5%

56.7%

53.4%

46.9%

8.5%

9.4%

8.5%

5.5%

9.4%

11.7%

17.3%

18.9%

19.2%

26.1%

8.8%

18.2%

27.4%

5.9%

4.6%

5.5%

7.5%

15.0%

26.7%

23.1%

22.5%

24.4%

18.9%

13.0%

26.1%

10.1%

10.7%

10.1%

10.7%

3.3%

5.2%

4.2%

2.0%

4.9%

2.9%

5.2%

8.5%

5.5%

13.7%

2.3%

10.7%

14.0%

1.6%

2.6%

2.9%

2.6%

10.7%

15.3%

11.1%

15.0%

14.0%

12.4%

5.2%

12.7%

4.6%

7.2%

5.9%

5.2%

14.3%

8.1%

15.3%

11.4%

17.9%

17.3%

16.3%

15.6%

13.0%

12.7%

13.4%

15.0%

12.7%

12.1%

13.7%

14.7%

11.7%

13.0%

13.4%

15.3%

14.0%

16.3%

12.7%

13.4%

12.4%

14.0%

14.3%

13.4%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育て・母子福祉

高齢者福祉・介護

障がい者（児）福祉

健康づくり

学校教育の推進

生涯学習の推進

スポーツ・文化の振興

土地活用

道路網等の整備

公共交通体系の整備

上下水道の整備

町営住宅の適正管理

空き家対策・民間

消防・防災

防犯・交通安全

消費者被害の防止

リサイクルの推進

有害鳥獣対策の推進

商業の活性化

工業の振興

企業誘致

新産業の創出

観光・イベント

町民の参加と協働

人口減少対策

男女平等

行政組織の効率的運営

財政運営の健全化

医療・福祉・教育等

N=307

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

①健康でいきい

きと暮らせる

まち 

②あらゆる世代

が豊かな心を

育むまち 

④魅力と活力が

あふれるまち 

⑤みんなで創る

まち 

③安全で生活

環境が整った

まち 
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②施策の重要度評価 

 まちづくり施策に対する重要度評価では、全ての施策において「重要＋やや重要」が

「あまり重要でない＋重要でない」を大きく上回っています。 

 これをまちづくりの大綱別にみると、「①健康でいきいきと暮らせるまち」や「④魅

力と活力があふれるまち」に関連する施策の重要度が高く評価されており、施策別では

福祉・医療・教育や人口減少対策、公共交通、産業振興等の施策が高く評価されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【重要度評価】 

40.4%

42.3%

30.0%

31.6%

35.5%

24.8%

19.2%

22.1%

24.1%

36.5%

25.7%

22.8%

27.4%

31.9%

27.7%

25.1%

19.5%

29.0%

30.9%

23.5%

32.6%

30.9%

27.7%

23.5%

39.1%

16.9%

27.7%

32.9%

39.4%

22.5%

25.1%

26.7%

27.7%

22.8%

25.1%

25.7%

25.4%

25.4%

21.5%

20.5%

22.1%

29.0%

19.9%

23.5%

18.9%

23.1%

24.8%

29.3%

28.3%

25.1%

24.4%

28.3%

24.4%

24.4%

21.5%

22.1%

22.8%

25.7%

15.3%

14.7%

22.5%

23.1%

17.9%

26.1%

30.6%

28.0%

28.0%

19.9%

30.3%

29.3%

20.2%

26.7%

27.0%

32.6%

33.9%

24.1%

17.6%

25.1%

21.8%

22.1%

23.5%

30.0%

16.9%

38.4%

27.7%

23.5%

16.6%

1.3%

1.3%

0.7%

0.0%

1.0%

2.3%

1.3%

1.6%

1.0%

1.3%

0.3%

2.0%

1.0%

0.7%

0.7%

0.7%

2.3%

1.3%

2.3%

2.0%

1.0%

1.6%

1.3%

1.3%

1.3%

2.0%

1.0%

0.3%

0.7%

20.2%

16.3%

19.9%

17.3%

22.5%

21.5%

22.1%

22.8%

21.5%

20.8%

22.8%

23.8%

22.1%

20.8%

21.2%

22.1%

20.5%

20.8%

19.5%

21.2%

19.2%

20.5%

18.9%

20.5%

17.9%

20.5%

21.2%

20.5%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育て・母子福祉

高齢者福祉・介護

障がい者（児）福祉

健康づくり

学校教育の推進

生涯学習の推進

スポーツ・文化の振興

土地活用

道路網等の整備

公共交通体系の整備

上下水道の整備

町営住宅の適正管理

空き家対策・民間

消防・防災

防犯・交通安全

消費者被害の防止

リサイクルの推進

有害鳥獣対策の推進

商業の活性化

工業の振興

企業誘致

新産業の創出

観光・イベント

町民の参加と協働

人口減少対策

男女平等

行政組織の効率的運営

財政運営の健全化

医療・福祉・教育等

N=307

重要 やや重要 ふつう あまり重要でない 重要でない 無回答

①健康でいきい

きと暮らせる

まち 

②あらゆる世代

が豊かな心を

育むまち 

③安全で生活

環境が整った

まち 

④魅力と活力が

あふれるまち 

⑤みんなで創る

まち 

〈まちづくりの大綱〉 

まちづくりの 

〈まちづくり施策〉 

まちづくりの 
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③施策別満足度・重要度順位 

 まちづくり施策ごとの順位づけを行うため、満足度評価及び重要度評価の各選択肢に得点

をつけ、平均得点を算出します。 

 得点配分及び算出方式は以下の通りです。 

 

【得点配分】 

満足度 重要度 ポイント 

満足 重要 ＋２ 

やや満足 やや重要 ＋１ 

ふつう ふつう ０ 

やや不満 あまり重要でない －１ 

不満 重要でない －２ 

無回答 ０ 

 

【算出方式】 

 

満足度＝ 

 

 

重要度＝ 

 

 

 以上の方式により、まちづくり施策の満足度・重要度の順位づけを行うと、次ページのよう

になります 

まちづくり施策の満足度評価では、得点がプラスになっているのは 29施策中 12施策の

みで、平均値は-0.10となっており、全般的に不満の傾向が強くなっています。特に「商業の

活性化」「新産業の創出」「企業誘致」「工業の振興」「観光・イベント」といった「まちづくり大綱：

④魅力と活力があふれるまち」に関連する施策や、「空き家対策」「人口減少対策」「公共交通体

系の整備」などの施策のマイナス評価が高くなっています。その反面、「健康づくり」「上下水道

の整備」「防犯・交通安全」「消防・防災」などの施策については、比較的プラス評価が高くなっ

ています。 

一方、まちづくり施策の重要度評価では、平均値が 1.01と 1.0を上回っており、全ての施

策でプラス評価となるなど、いずれの施策も重要と感じていることがわかります。特に「高齢

者福祉・介護」「子育て・母子福祉」といった「まちづくり大綱：①健康でいきいきと暮らせるま

ち」に関連する施策や、「医療・福祉・教育等」「人口減少対策」「学校教育の推進」「公共交通体系

の整備」などの施策に対する重要度意識が高くなっています。 

「満足」×2＋「やや満足」×1＋「やや不満」×(-1)＋「不満」×(-2) 

「無回答」を除く有効回答数 

「重要」×2＋「やや重要」×1＋「あまり重要でない」×(-1)＋「重要でない」×(-2) 

「無回答」を除く有効回答数 
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順位 項目 満足度 項目 重要度 

1 健康づくり 0.42 高齢者福祉・介護 1.29 

2 上下水道の整備 0.35 子育て・母子福祉 1.27 

3 防犯・交通安全 0.29 医療・福祉・教育等 1.26 

4 消防・防災 0.29 人口減少対策 1.23 

5 高齢者福祉・介護 0.23 学校教育の推進 1.19 

6 子育て・母子福祉 0.22 公共交通体系の整備 1.18 

7 消費者被害の防止 0.14 財政運営の健全化 1.11 

8 リサイクルの推進 0.13 商業の活性化 1.10 

9 医療・福祉・教育等 0.11 企業誘致 1.10 

10 障がい者（児）福祉 0.07 健康づくり 1.09 

11 学校教育の推進 0.05 障がい者（児）福祉 1.07 

12 生涯学習の推進 0.01 新産業の創出 1.06 

13 財政運営の健全化 -0.02 空き家対策・民間 1.05 

14 道路網等の整備 -0.07 消防・防災 1.05 

15 町民の参加と協働 -0.10 有害鳥獣対策の推進 1.03 

16 男女平等 -0.12 観光・イベント 1.01 

17 行政組織の効率的運営 -0.14 防犯・交通安全 0.99 

18 スポーツ・文化の振興 -0.16 行政組織の効率的運営 0.96 

19 有害鳥獣対策の推進 -0.18 工業の振興 0.93 

20 土地活用 -0.25 道路網等の整備 0.93 

21 町営住宅の適正管理 -0.26 上下水道の整備 0.92 

22 観光・イベント -0.35 生涯学習の推進 0.91 

23 工業の振興 -0.43 土地活用 0.88 

24 公共交通体系の整備 -0.43 町民の参加と協働 0.87 

25 人口減少対策 -0.48 町営住宅の適正管理 0.86 

26 空き家対策・民間 -0.49 消費者被害の防止 0.86 

27 企業誘致 -0.50 スポーツ・文化の振興 0.78 

28 新産業の創出 -0.51 リサイクルの推進 0.74 

29 商業の活性化 -0.59 男女平等 0.66 

  満足度平均 -0.10 重要度平均 1.01 

 

  

【施策別満足度・重要度順位】 
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④満足度・重要度プロット図 

まちづくり施策ごとの満足度及び重要度の得点について、満足度を横軸に、重要度を

縦軸にとって 29 施策の評価結果をプロットします。 

その際、29 施策の満足度と重要度のそれぞれの平均値（満足度平均値：-0.10、重

要度平均値：1.01）によってグループ分けすると、以下のような 4つのグループが形

成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈Aグループ：重要度が平均値より高く、満足度が平均値より低い施策〉 

 A グループの施策は、施策の重要性・必要性が十分認識されている反面、施策の推進方法や

取組み内容に対する町民の満足度が低いと考えられることから、今後は従来の施策の推進方

法や取組み内容について、さらに改善を検討する必要があります。 

 Aグループに該当する施策は以下の通りです。 
 

まちづくりの大綱 まちづくり施策 

③安全で生活環境が整ったまち 

公共交通体系の整備 

空き家対策・民間住宅建設支援 

有害鳥獣対策の推進 

④魅力と活力があふれるまち 

商業の活性化 

企業誘致 

新産業の創出 

観光・イベント 

⑤みんなで創るまち 人口減少（移住・定住）対策 

 

Aグループ Bグループ

重要度：平均値より高い 重要度：平均値より高い

満足度：平均値より低い 満足度：平均値より高い

Cグループ Dグループ

重要度：平均値より低い 重要度：平均値より低い

満足度：平均値より低い 満足度：平均値より高い

重要度平均値（1.01)重
要
度

満足度

満足度平均値（-0.10)
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〈Bグループ：重要度、満足度とも平均値より高い施策〉 

 Bグループの施策は、施策の重要性・必要性が十分認識されており、その取組みにも満足さ

れていると考えられることから、今後ともその水準を維持し、着実に取組みを推進する必要が

あります。 

 Bグループに該当する施策は以下の通りです。 
 

まちづくりの大綱 まちづくり施策 

①健康でいきいきと暮らせるまち 

子育て・母子福祉の向上 

高齢者福祉・介護の向上 

障がい者（児）福祉の向上 

健康づくり・各種保健対策の充実 

②あらゆる世代が豊かな心を育むまち 学校教育の推進 

③安全で生活環境が整ったまち 消防・防災 

⑤みんなで創るまち 
財政運営の健全化 

医療・福祉・教育等の広域連携 

 

〈Cグループ：重要度、満足度とも平均値より低い施策〉 

 Cグループの施策は、他の施策と比較してその重要性・必要性の認識が低く、施策の推進方

法や取組み内容に対する町民の満足度も低いと考えられることから、今後は施策の重要性・必

要性をさらに認知してもらえるような取組みとともに、従来の施策の推進方法や取組み内容

について、さらに改善を検討する必要があります。 

 Cグループに該当する施策は以下の通りです。 
 

まちづくりの大綱 まちづくり施策 

②あらゆる世代が豊かな心を育むまち スポーツ・文化の振興 

③安全で生活環境が整ったまち 
土地活用及び公共施設利用の推進 

町営住宅の適正管理 

④魅力と活力があふれるまち 工業の振興 

⑤みんなで創るまち 
男女平等で参画する地域づくり 

行政組織の効率的運営 

 

〈Dグループ：重要度が平均値より低く、満足度が平均値より高い施策〉 

 Dグループの施策は、他の施策と比較してその重要性・必要性の認識は低いものの、その取

組みには満足されていると考えられることから、今後は現状どおりの着実な取組みの推進と

ともに、施策の重要性・必要性をさらに認知してもらえるような取組みを進める必要がありま

す。 

 Dグループに該当する施策は以下の通りです。 
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まちづくりの大綱 まちづくり施策 

②あらゆる世代が豊かな心を育むまち 生涯学習の推進 

③安全で生活環境が整ったまち 道路網等の整備 

 上下水道の整備 

 防犯・交通安全 

 消費者被害の防止 

 リサイクルの推進 

⑤みんなで創るまち 町民の参加と協働 

 

〈まちづくり施策評価のまとめ〉 

 以上は 29の施策について、満足度と重要度のそれぞれの平均値（満足度平均値：-0.10、

重要度平均値：1.01）によってグループ分けしたものですが、このうち重要度についてはそも

そも平均値が 1.0以上であり、得点の大小はありますが、いずれも重要と認識されている施

策であることから、今後とも継続して行く必要があると考えられます。 

 一方、Aグループや Cグループの施策については、満足度の得点そのものがマイナスとなっ

ていることから、今後は従来の施策の推進方法や取組み内容についての改善が必要と考えら

れます。 
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【まちづくり施策別満足度・重要度プロット図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子育て・母子福祉

高齢者福祉・介護

障がい者（児）福祉

健康づくり

学校教育の推進

生涯学習の推進

スポーツ・文化の振興

土地活用

道路網等の整備

公共交通体系の整備

上下水道の整備

町営住宅の適正管理

空き家対策・民間 消防・防災

防犯・交通安全

消費者被害の防止

リサイクルの推進

有害鳥獣対策の推進

商業の活性化

工業の振興

企業誘致

新産業の創出

観光・イベント

町民の参加と協働

人口減少対策

男女平等

行政組織の効率的運営

財政運営の健全化

医療・福祉・教育等
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（３）今後の居住意向 

 今後の居住意向では、「現在住んでいる地区に住み続けたい」が 60.3％と最も多く、「町内の

別の地区に住みたい」の 3.6％を含めて町内での居住意向が大半を占めるほか、「町外に住み

たい」は 17.3％となっています。 

 町内の別の地区への転居先としては下鶉地区や中央地区が比較的多く、また、町外の市町村

への転居先としては砂川市が最も多く、札幌市や滝川市もあがっています。 

 町外転居の理由としては、「買い物や娯楽などが不便なため」が最も多く、次いで「医療や福

祉サービスが不便なため」「積雪や冬の寒さが負担であるため」「通勤や通学が不便なため」と

続き、生活利便性を理由としてあげる人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.0%

17.0%

1.9%

9.4%

24.5%

98.1%

67.9%

15.1%

54.7%

17.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

就学・就職・転勤・転職

離職・引退を期に転居する

結婚など家族関係の変化のため

親との同居・近居のため

通勤や通学が不便なため

買い物や娯楽などが不便なため

医療や福祉サービスが不便なため

デジタル通信環境が整っていない

積雪や冬の寒さが負担であるため

その他

無回答 N=53

【今後の居住意向】 

【町外転居の理由】 【町外の具体的な市町村名】 

現在住んでい

る地区に住み

続けたい, 

60.3%

町内の別の地

区に住みたい, 

3.6%

町外に住みたい, 

17.3%

無回答, 

18.9%

N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307N=307

【町内の具体的な地区名】 

地区名 回答数 割合
下鶉 3 37.5%
中央 2 25.0%
鶉本町 1 12.5%
東鶉 1 12.5%
鶉町 1 12.5%
計 8 100.0%

市町村名 回答数 割合
砂川市 16 53.3%
札幌市 5 16.7%
滝川市 4 13.3%
岩見沢 2 6.7%
北広島市 1 3.3%
旭川市 1 3.3%
千歳市 1 3.3%
計 30 100.0%
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（４）将来のまちづくり 

将来より良い上砂川町にしていくためのまちづくりを進める上で、特に重要だと思う点とし

ては、「誰もが安心して、医療・福祉サービスを受けられること」が最も多く、次いで「地域の足

となる公共交通が整備され、使いやすく便利であること」「まちなかに賑わいがあり、買い物し

やすく、出かけたくなる環境であること」と続き、「医療・福祉」「公共交通」「賑わい」の 3 要素が

特に重要視されていることがわかります。 

このほか、「ゆったりとした居住環境」「生活に必要なインフラ設備」「高齢者や子育てにやさ

しい環境」「地域産業・雇用の場」「観光振興」などが上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.5%

46.9%

19.9%

45.3%

17.6%

7.5%

6.8%

17.3%

18.9%

15.3%

22.1%

9.4%

11.4%

5.9%

2.3%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

まちなかに賑わいがある

医療・福祉サービス

生活に必要なインフラ設備

公共交通が整備

子育て環境

特色ある学校教育

生涯学習の場があること

地域産業が盛ん

高齢者にもやさしいまちづくり

地域資源を活用した観光振興

居住環境が整っていること

災害に強いまちづくり

行政とともにまちづくり

再生可能エネルギー

その他

無回答 N=307

【将来のまちづくりで特に重要な点】 
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参考：アンケート票 
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